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エンジンをかけたままでの車中仮眠は 、

知らず知らずの うちにアク セルを踏み込む

こ とでエンジンが高回転を続けて異常に加

熱 し 、 車両火災 を引 き 起 こ す こ と が あ り ま

す 。 ま た 、 燃 料 の 無 駄

遣 い や 騒 音 公 害 の ほ

か 一 酸 化 炭 素 中 毒 を

引 き起 こす危険性 も高

くなるので注意して く だ

さい。

エ ン ジ ン オ イ ル は エ ン ジ ン の 潤 滑 剤 で

す 。点 検 を怠 る と 、 エ ン ジ ン オ イ ル量が減

っていた り 、長期間オイル交換を忘れてい

る と劣化 に よ る潤滑不良 を起 こ し 、 エ ン ジ

ンの 破損や火災が発生す る恐れが あ り ま

す。

高速走行後 、エンジンや排気管が熱 くな っ

てい る と き 、 枯れ草や紙 く ず な どがある駐車

場所にエンジンをかけた状態で長時間駐車し

てお く と 、高温 となってい

る エ ン ジ ンや マ フ ラ ー な

ど の 熱 に よ っ て 発 火 す

る 危 険 性 が 高 く な り ま

す。

高温に な る車内に 、 ラ イ タ ー 、 携帯ガスボ

ン ベ 、揮発性の高い液体など を置 く と 溶解 、

膨張するなど して発火の危険性があります 。

ま た 、 点 検 後 エ ン ジ ン

ルー ムに布や紙など を置

き忘れると 、エンジンの加

熱 に よ っ て発 火 す る 危険

性があります。

車を左に寄せ、サイドブレーキをかけ、エンジンを止め、キーはつ

けたまま速やかに車外へ避難しましょう 。

付近に設置されている 「押 しボ タン式通報装置 」か 「非常電話 」で

通報し、周辺の安全を確認して消火器で初期消火をしましょう。



いよいよ夏本番です。夏のレジャーやお盆の帰省などで高速道路を

利用する車両が増加し、車両集中による交通渋滞が起こります。いら

いらが募っての交通事故も多発する時期です。安全運転のポイントを

守り、事故のない楽しい夏を過ごしましょう。

安全速度を守る！

速度超過による事故は重大事故に

直 結 し ま す 。 自 分 勝

手な運転はせずに安

全運転で目的地へ向

かいましょう。

積み荷の落下に注意！

落下物は落 と し た人の責任です 。 し っ

かり固定し、積み過ぎは

し な い ・ さ せ な い よ う に

し て 出 発 時 、 休 憩 時 に

は必ず積み荷の点検 を

しましょう。

渋滞時は

ハザードランプを点灯！

渋滞を発見 し低速走行や停止をす

る場合は 、ハザー ド ラ ンプを点灯 し後

続車 に合図 し ま し ょ う 。 ま た 、 車 間距

離 は 常 に 意 識 的 に

長めに保つ こ とが大

切です。

駐停車は決められた場所で！

高速道路の路肩、サービスエリアの

加速車線 ・ 減速車線は駐停車禁止で

す 。 追 突 の 危 険 も あ る た め サ

ービスエリアやパーキングエリ

ア内で休憩しましょう 。

出かける前に点検を！

高速道路での故障発生は大事故に

つ な が り ま す 。 タ イ ヤ の

溝の深 さ 、 空気圧のチ ェ

ッ ク 、 冷 却 水 や エ ン ジ ン

オイル 、燃料の残量の確

認をしましょう 。

ストップ・居眠り運転！

高速道路の運転など動作が少ない環境で

は 、運転中に眠 く な った経験が８ ０％ 、眠気

に よ る ヒ ヤ リ ハ ッ ト の経 験が ５ ０ ％ も あ り ま

す 。 「 も う 少 し 」 と 無 理 を せ

ず早めにＳ Ａ ・ Ｐ Ａ で休憩を

取りましょう。

レジャーや帰省などで 、久しぶ りのド ラ イブではあ りませんか？

慣れない運転 、慣れない道路での長距離 ・長時間運転は、想像以上に神経を

使い疲れる ものです 。集中力が持続しない 、少 し眠気があ る

等 を 感 じ た と き は無理 をせず 、 早 めにサー ビ ス エ リ ア な ど で

休憩を取 りなが ら 、常に体調に余裕を もって安全運転に心掛

けて下さい。


